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連載の庭

　飛騨市学園構想は４年目を迎え、

各小・中学校では、学校運営協議会

や地域学校協働本部と連携・協働し

ながら、地域の特性を生かした様々

な活動を行うなど、活動内容も年々

充実してきました。今月は、先月開

催した報告会で発表された３つの実

践を紹介します。

◆保育園と小学校をつなぐ「架け橋

　プログラム」

　さくら保育園と古川西小学校が連

携し、体を動かす楽しさを味わう活

動プログラムを協働実施すること

で、運動量を増やし、体力アップや

運動を習慣化することを目指しま

す。こうした校種間交流を様々な場

所・方法で実施することは、発達段

階の違う園児・児童・生徒がつなが

り、豊かな体験を通して多様な気づ

きや発見が生まれ、「やってみよう

かな」と思うきっかけとなります。

◆地域に貢献！古川中学校「マイプ

　ロジェクト」

　これは、「自分らしさを活かし、

専門性を磨き、地域社会に参画する

生徒の育成」を目指す活動です。生

徒は、自分の興味･関心や、得意や好

きなことを活かして、人から「あり

がとう」と言われる活動を企画し、

仲間や地域の方と協働して実施しま

す。１年生は地域をもっと深く知る

【防災】、 ２年生は地域と深く関わ

る【職業】、３年生は地域に深く貢

献する【マイプロ】を中心に取り組

みました。

◆神岡中学校が地域と協働して行う 

　「神岡FIELD学」

　１年生の『飛騨市探Ｑ』では、地

域に出かけ、人・物・事と触れ合い

調べたり体験したりすることを通し

て“飛騨市のよさや課題”について

考えました。２年生の『企業クエス

ト』では、企業の方とともに“飛騨

市の魅力や強み”を探り、依頼に応

えようと精一杯努力しました。３年

生の『未来づくり授業』では、地域

課題を解決し“飛騨市の自慢や誇

り”を創りだそうと神岡FIELD学パー

トナー（活動を支援してくださる

方）とともに探究しました。

　両中学校の取り組みによって、生

徒が地域のために何ができるのかを

考え、地域と協働して取り組むこと

で自己実現力や自己表現力が高まっ

てきています。

　本格的な春、そして今年の薬草

シーズンはもうすぐそこ。フキノト

ウやノビルは雪の下で芽を出して準

備しています。豊かな自然と共存し

ながら薬草を楽しむには、マナーが

求められます。また注意点があるの

で今回はそれをお知らせします。

●採り方のマナー

　薬草を採取する際は、根絶やしに

する、土地を荒らす、樹木を傷つけ

るということがないよう心がけま

しょう。欲しいのは葉っぱだけなの

に根ごと取る必要はありません。根

などの地下部を必要とする場合は全

部取らずに株を残す、小さな鱗茎は

埋め戻す、堀った土は元通りに埋め

戻すなどです。適切な時期に適量を

採取し、採ったものは途中で捨てず

全て利用します。

●採集禁止場所

　自然保護区域などでは一切の動植

鉱物を採ることができません。個人

所有の山林、特に立入禁止や山菜採

りお断りなどの表示があるところに

は入らないようにしましょう。フキ

やワサビなどは栽培、または自生で

も管理している場合があります。

●類似植物

　植物には非常によく似ているもの

があります。似ていても違う植物の

場合、期待する効果は得られませ

ん。事前の十分な勉強やスマホの植

物認識アプリを活用するなどして間

違えないようにしましょう。

　中には毒草もあるので絶対間違え

ないよう注意が必要です。また、薬

草の周囲に毒草も一緒にある場合、

特につるが巻きついている場合はよ

く見て、混ぜて採取しないようにし

ましょう。命に関わります。

●適した服装

　近くの堤防に出かけるなら帽子に

シューズ程度でいいですが、野山の

ときは安全に気を配りましょう。虫

さされや、植物の枝や棘から身を守

り、直射日光を避けるためにも季節

を問わず長袖長ズボンを着用しま

す。靴は長靴がいいでしょう。

　あとはハサミやシャベル、ビニー

ル袋などがあると便利です。

　これらのマナーを守って、今年も

薬草を楽しみながら健康になりま

しょう。

学校教育課 0577-73-7494

まちづくり観光課

0577-73-7463

参考：村上光太郎「薬草療法ハンドブック」より
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　　『飛騨市学園構想報告会』


